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1 

 

【
一
】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

                 

                  

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 



 

2 

 

                  

                  

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 



 

3 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 

（
毛
内
拡
『
「
頭
が
い
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
に
よ
る
） 

   

問
一 

傍
線
部
ａ
～
ｄ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を
ひ
ら
が

な
で
書
き
な
さ
い
。 

 

 

問
二 

文
中
の
空
欄
Ａ
～
Ｃ
に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。
な
お
、
記
号
の
使
用
は
一
回
の
み
と
す
る
。 

 

 

ア 

し
か
し 

イ 

ま
ず 

ウ 

よ
っ
て 

エ 

も
し 

   

問
三 

文
中
の
空
欄
〔 

Ⅰ 

〕
～
〔 

Ⅲ 

〕
に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
次
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
記
号
の
使
用
は
一
回
の
み
と
す
る
。 

 

ア 

普
遍 

 
 

 
 

 
 

イ 

分
散 

ウ 
連
鎖 

 
 

 
 

 
 

エ 

一
時 

 

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 
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問
四 
傍
線
部 

①
「
記
憶
の
分
類
」
に
つ
い
て
示
し
た
ア
～
エ
に
つ
い
て
、
本
文 

の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
に
は
「
〇
」
、
一
致
し
な
い
も
の
に
は
「×

」
の
記 

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

数
分
で
忘
却
す
る
電
話
番
号
な
ど
の
記
憶
は
短
期
記
憶
で
あ
る 

イ 

過
去
の
自
分
の
言
動
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記
憶
は
長
期
記
憶
で
あ
る 

ウ 

自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
の
体
験
的
な
記
憶
を
手
続
き
記
憶
と
い
う 

エ 

潜
在
記
憶
は
陳
述
可
能
な
記
憶
で
あ
り
長
期
記
憶
で
も
あ
る 

   

問
五 

傍
線
部
②
「
そ
う
い
う
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
か
。
文
中
の
語

句
を
用
い
て
二
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

    

 

問
六 

文
中
の
空
欄
〔 

 

Ｘ 
 

〕
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を

次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

脳
細
胞
の
神
経
刺
激
と
し
て
記
録
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
、 

 
 

い
わ
ば
電
気
的
記
録 

イ 

体
験
さ
れ
た
ま
ま
正
確
に
思
い
出
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
、 

い
わ
ば
再
現
的
映
像 

ウ 

作
り
手
の
意
図
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
、 

い
わ
ば
共
同
作
品 

エ 

思
い
出
す
た
び
に
一
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
、 

い
わ
ば
脳
の
創
作
物 
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【
二
】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

                

                 

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 
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（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 



 

7 

 

                 

                 

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
） 



 

8 

 

（
福
岡
伸
一
／
伊
藤
亜
紗
／
藤
原
辰
史
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
生
命
哲
学
』
に
よ
る
） 

     

問
一 

傍
線
部
ａ
～
ｅ
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

   

問
二 

文
中
の
空
欄
〔 

１ 

〕
～
〔 

４ 

〕
に
は
、「
さ
わ
る
」
か
「
ふ
れ
る
」

の
い
ず
れ
か
の
言
葉
が
入
る
。
解
答
欄
に
、
「
さ
わ
る
」
か
「
ふ
れ
る
」
の
う

ち
適
当
な
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。 

   

 

問
三 

文
中
の
空
欄
Ａ
～
Ｅ
に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
記
号
の
使
用
は
一
回
限
り
と
す
る
。 

 

 

ア 

物
理 

 
 

 
 

 
 

イ 

情
緒 

ウ 

直
接 

 
 

 
 

 
 

エ 

間
接 

オ 

単
方
向 

 
 

 
 

 

カ 

双
方
向 

キ 

加
害 

 
 

 
 

 
 

ク 

被
害 

 

   

問
四 

傍
線
部
①
「
驚
い
た
」
に
つ
い
て
、
筆
者
が
感
じ
た
驚
き
に
つ
い
て
説
明
し

た
次
の
文
の
空
欄
に
入
る
言
葉
を
、
十
五
字
以
上
二
十
字
以
内
で
本
文
中
か

ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

筆
者
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
伴
走
し
て
も
ら
う
経
験
を
通
し
て
、

〔 
 

 
〕
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
た
。 
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問
五 
傍
線
部
②
「
相
手
と
の
あ
い
だ
に
壁
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
同
じ
心

の
状
態
を
示
す
言
葉
を
本
文
中
か
ら
八
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

   

問
六 

文
中
の
空
欄 

 

Ｆ 
 

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

「
伴
走
」
に
あ
っ
て
「
信
頼
」
に
な
い 

イ 

「
安
心
」
に
あ
っ
て
「
伴
走
」
に
な
い 

ウ 

「
信
頼
」
に
あ
っ
て
「
安
心
」
に
な
い 

エ 

「
安
心
」
に
あ
っ
て
「
信
頼
」
に
な
い 


	2026年度一般選抜（B日程）国語_表紙
	2026年度一般選抜（B日程）国語_問題

